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キャノピー緑化し重層的街並み形成

　施工のポイント　　　　　　　　　　　多様な生産性向上技術を積極活用
工　事　概　要
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新都心のにぎわい、魅力向上へ

地域交流、災害対応の拠点に

内閣府沖縄総合事務局
開発建設部長　　　　

中原　正顕

内 閣 府
沖縄総合事務局 那覇第２地方合同庁舎３号館　完成・供用
（１３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月３１日　（木曜日）

　那覇第２地方合同庁舎３号館には、災害対応に従事する
沖縄気象台や当局南部国道事務所など４官署が入居しま
す。これらの官署はもともと分散しており、それぞれ耐震
性の不足などの施設上の問題を抱えていたことから、大規
模災害の発生に備えた災害応急対策活動の拠点としての耐
震安全性を確保した３号館を整備し、これらの官署を集約
することで災害発生時の連携の強化を図りました。
　平面計画は、２号館と隣接する南側にコアを設け、北側の
執務空間はロングスパンのＰＣ梁により無柱空間として、
フレキシブルに使えるように計画しています。また、環境
負荷低減のため、太陽光パネルやＬＥＤ照明などの採用、
庇（ひさし）やルーバーによる日射の抑制・熱負荷の低減、
高効率な冷凍機の採用などさまざまな取り組みを行ってい
ます。

　外構は、人通りの多い３号館の東側（中環状線側）に歩
行者のための空間を確保し、１号館から３号館までをつな
ぐ通路（キャノピー）は市民の方が自由に通り抜けること
ができるようになっています。外構やキャノピー上部には
緑化を施し、新都心公園から緑が連続した街並みを形成し
ています。３号館の西側は駐車場で、整形に十分な広さを
確保することで災害対応などの多目的な利用が可能な計画
としています。
　大規模災害の発生時には、エントランスと外構部分に帰
宅困難者が一時的に滞在することができるようになってお
り、エントランスでは気象などの災害情報を得られるよう
になっています。また、車庫にはマンホールトイレを、バ
ス待合所にはかまどベンチを設置しています。
　整備にあたっては、業務・工事受注者の皆さまのご尽力
はもとより、３号館に入居する官署の皆さま、地域連携検
討会やユニバーサルデザインレビューにご参加いただいた
皆さま、アンケートにご協力いただきましたおもろまち自
治会の皆さま、工事中にご不便をおかけした近隣住民や１
・２号館に入居している皆さまなど、大変多くの方々に長
期間にわたりご理解とご協力をいただきましたことをこの
場をお借りして御礼申し上げます。
　内閣府沖縄総合事務局開発建設部営繕課長　内藤大哲

■工　事　名　称：那覇第２合同３号館（Ｒ３）建築工事
那覇第２合同３号館（Ｒ３）電気設備工事
那覇第２合同３号館（Ｒ３）機械設備工事
那覇第２合同３号館（Ｒ３）エレベーター設備工事

■建　設　地：沖縄県那覇市おもろまち２丁目１番１号
■発　注　者：内閣府沖縄総合事務局開発建設部
■設　　　計：株式会社　梓設計　九州支社
■工　事　監　理：有限会社　造家設計研究室
■施　　　工：建　　築　　工　　事　株式会社　錢高組

電気設備工事　中電工・三協電気工事特定建設工事共同企業体
機械設備工事　菱和・大成温特定建設工事共同企業体
ＥＶ設備工事　沖縄菱電ビルシステム株式会社

■工　　　期：年月～年９月
■建　築　面　積：，㎡（庁舎のみ、別途分棟車庫、駐輪場あり）
■構造・規模：ＲＣ造　地下１階、地上９階（ＰＨ１階あり）
■延　床　面　積：，㎡（庁舎のみ、別途分棟車庫、駐輪場あり）
■入　居　官　署：沖縄総合通信事務所、沖縄地区税関、沖縄気象台

沖縄総合事務局南部国道事務所 パーゴラ
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エントランスホール

８階　執務室

　内閣府沖縄総合事務局開発建設部が那覇新都心シ
ビックコア地区の中核施設として整備を進めていた
那覇第２地方合同庁舎３号館が完成し、供用を迎え
た。耐震性能不足などが課題となっていた４官署を
集約し、災害対応拠点の機能を強化。施工に当たっ

ては生産性の向上に向け多様な新技術を導入し、週
休２日をはじめとする働き方改革にも積極的に取り
組んだ。３号館の完成によりシビックコア地区の全
ての施設整備が完了。那覇新都心の魅力とにぎわい
のさらなる向上に寄与することが期待される。

　平成（）年の那覇市シビックコア地区整備計画か
ら年、本庁舎の整備をもって那覇第２地方合同庁舎全て
の整備が完了するとともに、那覇新都心シビックコア地区
の全ての整備が完了しました。

　新庁舎の整備にあたっては、災害応急対策活動拠点とし
ての機能確保や環境などに配慮するとともに、地元自治体
や有識者の方々による地域連携検討会にて地域連携策を決
定するなど、さまざまな意見を整備に反映させていただき
ました。
　本庁舎が、入居する職員にとって働きやすい環境となる
だけではなく、地域の方々にとって平常時は交流の場、災
害時は情報提供や一時避難場所として役立つことを期待し
ております。これらを通じて、地域のさらなる発展に寄与
できることを願っております。
　最後になりましたが、地元の皆さまをはじめ、数多くの
方々のご理解とご協力をいただきましたことに心より感謝
申し上げます。


